
流 福 審 第 ● 号 

令和５年１０月１０日 

 

流 山 市 長  井 崎  義 治  様  

 

流山市福祉施策審議会 

会 長  鎌 田  洋 子 

 

第 ９ 期 流 山 市 高 齢 者 支 援 計 画 の 策 定 に つ い て （ 答 申 ）  

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 付 け 流 社 第 １ ４ ９ 号 で 諮 問 の あ っ た こ の こ と

に つ い て 、 下 記 の と お り 答 申 し ま す 。  

記  

１  高 齢 者 が 自 分 ら し く 生 き が い を 持 っ て 地 域 で 暮 ら し 続 け る た

め に 、 地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構

築 を 進 め て く だ さ い 。  

（ １ ） 高 齢 者 は 支 援 を 受 け る だ け の 存 在 で は な く 、 生 き 生 き と 活

動 し 地 域 共 生 社 会 を 実 現 し て い く 担 い 手 で も あ り ま す 。 高 齢

者 が 健 康 を 保 ち 、 介 護 予 防 に 努 め 、 こ れ ま で の 知 識 と 経 験 を

活 か し て 取 り 組 む 地 域 の 中 で の 世 代 間 交 流 等 の 活 動 を 支 援 し

て く だ さ い 。  

（ ２ ） 支 援 を 必 要 と す る 高 齢 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 生 活 し て い く

こ と が で き る よ う 、地 域 共 生 社 会 の 実 現 を 支 援 す る と と も に 、

必 要 な サ ー ビ ス を 円 滑 に 受 け る こ と が で き る よ う 、 地 域 包 括

支 援 セ ン タ ー と 他 分 野 の 相 談 窓 口 と の 連 携 の 強 化 を 図 っ て く

だ さ い 。  

（ ３ ） 高 齢 者 の 尊 厳 と 権 利 を 守 る た め 、 高 齢 者 虐 待 や 消 費 者 被 害

な ど の 権 利 侵 害 の 早 期 発 見 ・ 防 止 の た め の 対 策 を 強 化 し て く

だ さ い 。  

２  流 山 市 は 若 い 年 代 の 流 入 が あ り 、 高 齢 化 率 は 伸 び な い も の の

後 期 高 齢 者 人 口 の 増 加 が 見 込 ま れ る と い う 特 徴 が あ り ま す 。 人

口 推 計 を 適 切 に 行 い 、 今 後 の 高 齢 者 福 祉 サ ー ビ ス 提 供 計 画 に 反

映 さ せ る と と も に 、 必 要 な サ ー ビ ス が 高 齢 者 に 行 き 渡 る 体 制 を

構 築 し て く だ さ い 。  

 

※ 下 線 部 は 前 回 答 申 （ 案 ） か ら 変 更 ・ 追 記 の あ っ た 部 分  

令 和 5 年 1 0 月 1 0 日  令 和 5 年 度 第 5 回 福 祉 施 策 審 議 会 資 料  

答 申 書 （ 案 ）  


